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▶未来に向けたまちづくり ▶大宮盆栽村100周年
記念事業の実施

3億2,048万円

大宮盆栽村の開村100周年に合
わせて、大宮盆栽の更なる振興
のため、各種記念事業などを行
います。

▶産後ケア事業の
拡充

▶認知症フレンドリーまちづくり
センターの運営と認知症ピア
サポートの支援

▶コミュニティソーシャル
ワーカーの配置

1億2,318万円 1億4,430万円 5,065万円

育児や体調に不安があり、
家族等の協力が得られな
い産婦に対し、訪問型等の
産後ケアを実施します。

認知症の方が住み慣れた地域で生
活をし続けるための支援として、認
知症フレンドリーまちづくりセンター
の運営等、予防と共生の取り組みを
進めます。

制度の狭間にある生活課題を抱
えた方や、自ら支援を求めること
ができない方等への伴走型支援
を行うコミュニティソーシャル
ワーカーを配置します。

本市が「選ばれる都市」であり続けるため、社会経済情勢の変化を的確に捉え、新たなニーズ
に対応し、本市の魅力を深める取り組みを進めます。

新時代を切り拓く

さいたま市らしさの深 化

ひら

持続可能な地域社会の実現
誰一人取り残さない

「誰一人取り残さない」というSDGsの理念を追求し、誰もが住みやすく持続可能な地域社会の
実現に向けた取り組みを進めます。

　昨年、本市は人口135万人を突破しましたが、将来的には本市

にも人口減少局面が訪れることが予想されます。

　これをできる限り先送りし、減少ペースも緩やかにするための

取り組みを進め、本市を誰もが希望を描ける都市にしていきます。
ゆ め

新庁舎の整備及び現庁舎地利活用の検討 3億7,202万円

浦和駅西口南高砂地区市街地再開発等の推進 89億7,075万円
大宮駅グランドセントラルステーション化構想と
大宮駅東口公共施設再編の推進 1億2,624万円

地下鉄7号線の延伸と中間駅周辺のまちづくりの推進 1億2,174万円

中央区役所周辺の公共施設の再編と
（仮称）次世代型スポーツ施設の整備 1,738万円

主な事業 主な事業

歳入の内訳歳出（目的別）の内訳

※（）内は構成比
※金額は、１億円未満を四捨五入し、端数を調整しているため、各
　数値の合計と合計額は一致しない場合があります。
　構成比は、区分ごとに小数点１桁未満を四捨五入しているため、
　各数値の合計が100.0にならない場合があります。

市民一人あたりの予算は

約52万円です
一般会計の内訳

詳しくは、財政課へ。Ｔ829･1153、Ｆ829･1974

施政方針の全文は、
市ホームページでご覧になれます

全会計合計

一般会計

特別会計

水道事業会計

病院事業会計

下水道事業会計

１兆1,663億円(▲1.3%)

7,034億円(▲1.2%)
福祉、教育、医療、道路や公園の整備
など、市のサービスを行うための会計

3,323億円(▲0.9%)
国民健康保険や介護保険など、一般
会計とは区別される事業の会計

505億円 (▲1.6%)

306億円(▲6.9%)

495億円(▲1.0%)

※（）内は前年度比です。

※一般会計予算7,034億円を、令和7年3月1日現在の
　住民基本台帳登録人口134万9,836人で試算した金額です。

土木費
833 億円

（11.8%）

民生費
2,757 億円

（39.2%）

歳出
総額

7,034 億円

商工費
280 億円（4.0%）

公債費
558 億円

（7.9%）

消防費など
236 億円（3.4%）

教育費
1,198 億円

（17.0%）

総務費
593 億円

（8.4%）

衛生費
578 億円

（8.2%）

市税
3,038 億円

（43.2%）

県支出金など
1,012 億円（14.4%）

市債
655 億円

（9.3%）

国庫支出金
1,515 億円

（21.5%）

繰入金など
420 億円

（6.0%）

諸収入
395 億円

（5.6%）

歳入
総額

7,034 億円

自主財源 
3,852 億円（54.8%）

依存財源
 3,182 億円（45.2%）

本市の予算をわかりやすくまとめた資料
を市ホームページで公開中！過去の予算
も確認できます。

令和7年度施政方針

令和7年度当初予算額の内訳

誰もが未来に向けて

希望を描ける都市へ
ゆ 　  め

22025.4
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令和7年度当初予算
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など、市のサービスを行うための会計

3,323億円(▲0.9%)
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505億円 (▲1.6%)
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令和7年度当初予算額の内訳

誰もが未来に向けて

希望を描ける都市へ
ゆ 　  め

3 市報さいたま

令和 7 年度施政方針 誰もが未来に向けて希
ゆ め

望を描ける都市へ 詳しくは、都市経営戦略部へ。Ｔ829･1033、Ｆ829･1997特集
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▶市立小・中学校の体育館
への空調設備の整備

▶緊急輸送道路等の橋りょう
耐震化の推進

▶自主防災組織の育成支援

13億1,106万円 17億7,230万円 1億2,256万円

避難所として活用される中学校
体育館への空調設備の整備を進
めるとともに、小学校体育館への
早期整備についても検討します。

緊急輸送道路等の橋りょうについ
て、重点的かつ計画的に耐震補強
や落橋防止対策を実施します。

災害時に地域住民が団結して地
域を守る自主防災組織の結成及
び育成強化を図るため、補助金
の交付及び防災アドバイザーの
派遣を実施します。

「こどもまんなか社会の実現」や「少子化
対策の推進」に向けた取り組みを強化し、
「子育て楽しいさいたま市」を実現します。

地域共生社会の実現を目指し、さまざまな課題を抱える市民を
受け止め、それぞれの状況に合わせた社会保障関連施策に着実
につなげることで、市民の安心や生活の安定を支えていきます。

2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す「ゼロ
カーボンシティ」の実現に向け、温室効果ガスの削減に取り
組みます。

全庁横断的にＤＸを推進し、一層の市民サー
ビスの向上と業務効率化に取り組みます。

▶書かない窓口の全区役所
への展開

▶キャッシュレス決済の
対象拡大

9,040万円 1億6,540万円

申請者に名前を記入してもらう
だけで手続きが完了する「書か
ない窓口」により、市民の負担
軽減などに取り組みます。

窓口におけるキャッシュレス決済
の対象施設及びキャッシュレス決
済に対応した納付書の対象科目を
拡大します。

▶Park-PFIを活用した
公園整備

5億3,302万円

民間の資金・ノウハウを活用し、財政
負担の軽減を図りながら、誰もが楽
しめる公園を整備し、(仮称)埼玉県
立総合教育センター跡地公園と与野
公園を新たにオープンします。

地震・風水害などの自然災害による被
害から、生命・身体・財産を守るため、
ハード・ソフト一体となった防災・減災
対策を強化します。

新たな時代に対応するため、全庁横断的にＤＸを推進し、さらなる市民サービスの向上と業務
効率化に取り組みます。また、公民学共創による質の高い公共サービスの提供を実現します。

自然災害への対策強化
激甚化する

質の高い市役所の創造
ＤＸ推進と公民学共創による

特
に
重
視
し
た
取
り
組
み

総合的な
社会保障関連
施策の推進

子ども・子育て
関連施策の
充実

ゼロカーボンシティの
実現に向けた
取り組み

ＤＸの推進に
資する
取り組み

表紙にヌゥが
隠れているよ！

6,918万円
▶ケアラー・ヤングケアラー
　への支援の充実

9,180万円
▶帯状疱疹ワクチン
　接種事業の実施

3億3,878万円
▶重度障害のある方に対する
　日常生活用具等の給付

2,224万円
▶高齢者等の移動支援の充実と
　新たな移動手段の検討　　

1,817万円
▶若者に対する結婚等の
　相談支援

2億3,883万円
▶放課後子ども居場所事業のモデル
　13校での実施

6,147万円
▶1か月児を対象とする
　健康診査の実施

5,855万円
▶次世代自動車の普及を推進するための
　市民・事業者への支援

1億9,556万円
▶省エネ機器等の導入支援や
　先進技術に関する実証実験の実施

8億8,248万円
▶ゼロカーボンシティの実現に向けた
　地域循環共生圏の構築

3,847万円
▶ICT等を活用した
　スマート農業等の推進

1億4,152万円
▶さいたま市みんなのアプリを活用した
　市民生活の利便性向上

2,129万円
▶窓口手続のオンライン化
　の拡充 

令和
７年度事業
の中でも

主な事業

主な事業
主な事業主な事業主な事業

主な事業

探してみてね♪
答えはこちら！
探してみてね♪
答えはこちら！

42025.4
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　新たな移動手段の検討　　

1,817万円
▶若者に対する結婚等の
　相談支援

2億3,883万円
▶放課後子ども居場所事業のモデル
　13校での実施

6,147万円
▶1か月児を対象とする
　健康診査の実施

5,855万円
▶次世代自動車の普及を推進するための
　市民・事業者への支援

1億9,556万円
▶省エネ機器等の導入支援や
　先進技術に関する実証実験の実施

8億8,248万円
▶ゼロカーボンシティの実現に向けた
　地域循環共生圏の構築

3,847万円
▶ICT等を活用した
　スマート農業等の推進

1億4,152万円
▶さいたま市みんなのアプリを活用した
　市民生活の利便性向上

2,129万円
▶窓口手続のオンライン化
　の拡充 

令和
７年度事業
の中でも

主な事業

主な事業
主な事業主な事業主な事業

主な事業

探してみてね♪
答えはこちら！
探してみてね♪
答えはこちら！

5 市報さいたま

令和 7 年度施政方針 誰もが未来に向けて希
ゆ め

望を描ける都市へ 詳しくは、都市経営戦略部へ。Ｔ829･1033、Ｆ829･1997特集


